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1，
て、精蕊にも精子にも、強力なＲＯＳ消去活性が存在

することを明らかにした（Figl)。本年度はこのＲＯＳ

消去機構の分子的基盤を明らかにすることを試みた。

昨年度に引き続き、ＲＯＳの消去活性は、ＲＯＳの一

つである過酸化水素（H202）を添加しその減少量を

AmplexRedからResorufinへの変換量を基に測定を

行った。既に､精薬におけるＲOS消去活性はカタラー

ゼに由来することを見出している。一方、洗浄精子

におけるＲＯＳ消去活性の測定の結果では、カタラー

ゼ阻害剤（ATZ）ではその活性は部分的にしか阻害せ

ず、水銀を含むp-chloromercuribenzoate（PCMB）と

の併用で完全に阻害することが出来た（Fig’２)。この

結果から、精子に存在する金属イオンによるＲＯＳ消

去活性の可能性を調べた。セレンは生体内においてセ

レノシステインやセレノメチオニンのようなセレノア

ミノ酸としてタンパク質中に存在することが知られて

いる。精子にはセレノアミノ酸が存在することが報告

細胞は進化の過程でミトコンドリアを獲得し、ミト

コンドリアを細胞内小器官として保持することによっ

て呼吸をおこない、効率的にＡＴＰを合成している。

しかし、一方で、ミトコンドリアでは、酸素を取り込

むことで活性酸素種（ROS）が生じる。ＲＯＳは､近年、

低濃度では細胞間情報伝達分子として働くことも知ら

れているが、その負の作用として脂質の酸化やＤＮＡ

の障害を引き起こす毒性を持ち、老化や疾患などの原

因の一つとして考えられている。一般の細胞内では細

胞質に存在する種々の活性酸素種消去酵素系が働き、

RＯＳがミトコンドリアの周辺で分解され、核などに

到達しない機構が存在する。

受精を行う雄性配偶子である精子は、卵や他の細胞

と異なり、細胞質をほとんど持たないが、ミトコンド

リアを核の隣の中片に持ち、活発に呼吸して鞭毛運動

を行う。昨年度の「独創性のある生命科学研究助成」

により、ラットを用いた実‘験から、ラット精液におい
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3）精子における活性酸素種消去機構の解析

研究代表者春見
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Fig2SynergisticEffectofAminotriazol(ＡＴZ）and

pchloromercUribenzoate(PＣＭＢ）onH202
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